
家庭でできる プログラミング学習 ～６年生向け～ 

◆使用
し よ う

するサイト 

 東京書籍
しょせき

 EduTown プログラミング（https://pg.edutown.jp/index.html） 

 ※検索
けんさく

エンジン（Yahoo!・Googleなど）で「EduTown プログラミング」と検索
けんさく

すると１番上に出てきます。 

 

 

 

 

 

◆サイトの使い方 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆このサイトでできるプログラミング 

①「公倍数を求めよう」【５年生算数】  全１４ステージ  （ちょっと難しいです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇プログラミングって、ちょっとよくわからないなあ…と

いう人は「はじめよう」をクリック！プログラミングとはど

のようなもので、みんなの生活にどう生かされているか、わ

かりやすく書いてあります。 

 〇さあ、プログラミングしてみよう！ 

  これまでに学習した算数の内容を使って、プログラミン

グをしてみよう！ 

 〇プログラミングを生かす仕事って？ 

  プログラミングを勉強すると、こんな仕事に生かすこと

ができる！を紹介しています。 

プログラムしたことを、ま

すりんが言う場所です。 

ここにあるブロックを使

ってプログラミングをし

ここにブロックを持って

きて、プログラムを作りま

す。 

プログラミング出来たら

「実行する」を押しましょ

う。 

https://pg.edutown.jp/index.html


②「多角形を書こう」（５年生算数） 全８ステージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆そのほかにも６年生の学習内容の生かして行うコンテンツがいくつかあります。 

チャレンジしてみたい人は、やってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムしたことを、ま

すりんが行う場所です。 

ここにあるブロックを使

ってプログラミングをし

ここにブロックを持って

きて、プログラムを作りま

す。 

答えを用意しました。 

どうしても難しいときは見てみましょう。 

 

プログラミング出来たら

「実行する」を押しましょ

う。 



◆①「公倍数を求めよう」の答え 

ステージ１  

   黄色いブロックの言葉を「こんにちは」に変える。 

 

 

 

 

 

 

ステージ２ 

   黄色いブロックの言葉を自分の名前に変える。 

 

 

 

 

 

ステージ３ 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ４ 

    

 

 

 

 

 

 

ステージ５  緑のブロックの数字を「３０」に変える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステージ６ 

   ３の倍数ということは、３で割るとあまりが０になる数なので、１番上のブロックを使います。 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ７ 

① 緑のブロックの中の数字を「２０」に変える。 

② 青のブロックをはさみ、数字を「５」に変える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ８ 

① 「やること」に「今の数を言います」を入れる。 

② 「そうでなければ」に「自分の名前を入れた黄色いブロック」を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステージ９ 

① 青いブロックを入れる。 

② むらさき色のブロックの数字を「５」にかえて入れる。 

③ 黄色のブロックで行うことを２つ選んで入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ１０ 

① 公倍数を求めるために、「３でわったあまりが０」と「５でわったあまりが０」の２つの条件
じょうけん

を入れる。 

② 数字を「３０」になおす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステージ１１ 

① 緑のブロックの数字を「３０」になおす。 

② 青のブロックを入れる。（「やること」だけのものと、「やること」「そうでなければ」のものがあるので

注意！） 

③ むらさき色のブロックで条件
じょうけん

を設定
せってい

する。 

④ 黄色のブロックでやることを設定
せってい

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ１２ 

① むらさき色のブロックを入れて、条件
じょうけん

を設定
せってい

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステージ１３ 

① 青いブロックを２つ使う。２つめは、１つめの「そうでなければ」のところに入れるのがポイント。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ１４  ラスト！ 

① 緑のブロックの数字を「３０」にする。 

② 青のブロックを入れる。（種類
しゅるい

に注意！） 

③ ３と５の公倍数なら○○→３の倍数なら○○→５の倍数なら○○→全部に当てはまらないなら 

の順番で設定
せってい

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おつかれさまでした！ 

先生が作ったのもは１つの例です。ほかの作り方もないか、探してみるのもいいと思います！ 

 



◆②「多角形を書こう」の答え 

 ステージ１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ４ 

  ステージ３のことを、くりかえしブロックを使うことで、かんたんにできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステージ５ 

 ここから先のステージは、くりかえす回数と、曲がる角度に気を付けよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ８ 

 自由に図形を描きましょう！ 

 

 

 

 

 

 


